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図 2.1: ルートマップ型のイメージ 図 2.2: サーベイマップ型のイメージ









































図 2.3: ヘディングアップ的認識 図 2.4: ノースアップ的認識
















































































































































































を入力することによりジオコーディングを行う（図 2.11）．Google Maps APIのジオ
コーディングサービスにリクエストし，住所・名称から検索した場合は，緯度・経度
を取得する．地図から選択し検索した場合は，逆ジオコーディングで住所を取得する．
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表 2.2: 事前アンケートの回答結果による SDQ-Sの得点
Q. 質問 参加者
A B C D E
平均
1 知らない土地へ行くと，途端に東西南北が分からなくなる 4 4 2 2 1 2.6
2 知らないところでも，東西南北をあまり間違えない 4 4 2 2 1 2.6
3 道順を教えてもらう時，「右・左」で指示してもらうことが分かるが「東
西南北」で指示されるとわからない
2 3 4 2 1 2.4
4 電車の進行方向を東西南北で理解することが困難 5 2 4 2 1 2.8
5 知らないところでは，自分の歩く方向に自信が持てず不安になる 4 5 4 2 2 3.4
6 ホテルや旅館の部屋に入ると，その部屋がどちら向きか分からない 3 2 1 2 1 1.8
7 事前に地図を調べていても初めての場所へ行くことはかなり難しい 5 5 4 3 2 3.8
8 地図上で，自分のいる位置をすぐに見つけることができる 5 5 4 4 2 4.0
9 頭の中に地図のイメージをいきいきと思い浮かべることができる 5 4 2 2 1 2.8
10 所々の目印を記憶する力がない 4 4 4 3 4 3.8
11 目印となるものを見つけられない 5 5 4 4 4 4.4
12 何度もいったことのあるところでも目印になるものをよく覚えていな
い
5 1 5 4 4 3.8
13 景色の違いを区別して覚えることができない 5 1 4 4 2 3.2
14 特に車で右・左折を繰り返して目的地に着いたとき，帰り道はどこで
どう曲がったらよいか分からない
3 4 4 2 2 3.0
15 自分がどちらに曲がってきたかを忘れる 3 5 2 3 2 3.0
16 道を曲がるところでも目印を確認したりしない 5 5 4 4 1 3.8
17 人に言葉で詳しく教えてもらっても道を正しく辿れないことが多い 4 4 4 4 2 3.6
18 住宅地で同じような家が並んでいると，目的の家が分からなくなる 3 2 4 3 2 2.8
19 見かけのよく似た道路でも，その違いをすぐに区別することができる 3 3 2 2 2 2.4
20 二人以上で歩くと人について行って疑わない 4 4 4 2 1 3.0















































図 2.19: 参加者 Bの発言内容の分析











図 2.21: 参加者 Dの発言内容の分析













No. 質問 参加者 　
A B C D E
1 あなたはご自身の方向感覚が優れていると思いますか？ 5 2 4 2 2
2 あなたの日常で，地図や地図アプリ，カーナビ等を利用しますか？ 3 1 5 2 5
3 それらの地図を用いても，道に迷うことがありますか？ - - 4 - 4
4 実験を行った場所は，よく知っている道でしたか？ 1 2 2 1 1
5 迷わずにたどり着けましたか？ 5 4 4 4 5
6 途中不安に思うことがありましたか？ 2 2 2 2 4
7 地図の指示は分かりやすかったですか？ 3 3 4 5 3
8 アプリ自体は使いやすかったですか？ 4 4 4 5 3

















































































































































































































 首都大学東京の大学生・大学院生　 14名（男性 7名・女性 7名）

































































図 3.6: サーベイマップ型・ルートマップ型ユーザの (1)空間を俯瞰的に認識できているかに関する質問グループ
の合計得点
表 3.1: サーベイマップ型とルートマップ型の (1)空間を俯瞰的に認識できているかに関する質問グループの合計
得点の比較
サーベイマップ型 ルートマップ型
　平均　 標準偏差 　平均　 標準偏差 p値
16.06 4.02 12 4.10 0.03
アップ型のユーザ間についても同様に分析したところ，それぞれ 18名と 6名で，(2)の
合計得点の平均は，7.9点と 13.3点であった．こちらも t-検定を行ったところ，5％水








図 3.7: ノースアップ型・ヘディングアップ型ユーザの (2)東西南北を認知できているかに関する質問グループの
合計得点
表 3.2: ノースアップ型とヘディングアップ型の (2)東西南北を認知できているかに関する質問グループの合計得
点の比較
ノースアップ型 ヘディングアップ型
　平均　 標準偏差 　平均　 標準偏差 p値





べるため，(1)の合計得点の確率分布を示す（図 3.8）．質問は 1問あたり最小 1点，最





図 3.8: サーベイマップ型・ルートマップ型ユーザの (1)空間を俯瞰的に認識できているかに関する質問グループ
の合計得点の正規分布
ザの点数が Z5tである確率と，サーベイマップ型ユーザの点数が t5Zである確率を比





規分布を示す（図 3.9）．全部で 4問のため，実際は最小 4点，最大 20点の区間に制限
される．ヘディングアップ型ユーザの点数が Z5tである確率と，ノースアップ型ユー
































ノースアップ型 パターン 1 パターン 3
ヘディングアップ型 パターン 2 パターン 4
表 3.4: アラートありの地図パターンのカテゴライズ
サーベイマップ型 ルートマップ型
ノースアップ型 パターン 5 パターン 7


































 パターン 1， 5（図 3.10）
{ ノースアップのサーベイマップ（ルート全体）
{ ノースアップのサーベイマップ（現在地詳細）
 パターン 2， 6（図 3.11）
{ ノースアップのサーベイマップ（ルート全体）
{ ヘディングアップのサーベイマップ（現在地詳細）










































(a) スタート地点付近 (b) 道中 (c) 目的地付近















測する．d2 > d1+ 15(m)になった場合，道順が逸れた，もしくは取得した現在地情報
に誤差があると判断し，アラート画面と端末のバイブレーションでユーザに通知する．
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(a) スタート地点付近 (b) 道中 (c) 目的地付近

































































































































































































































































































































































表 4.1: 潜在トピックの検出結果（30トピックと各トピックを構成する用語の上位 5件）
山田太造 (2015)「地域研究資料を対象とした時空間情報に着目したデータの構造化」より作成
topic 1 2 3 4 5
V1 kota 王宮 幅 枠 目
V2 家 マングローブ 中国人 集落 バガン
V3 水田 棚田 稲 周り 川
V4 Minangkabau 周辺 Bilis チガヤ原 下り
V5 ゴム ゴム園 タッピング 手入れ 植
V6 幅 Kalua 更新 Encik Ibrahim Penyengat
V7 家 ココヤシ コーヒー ゴム 周り
V8 木 収穫 実 油 自分
V9 サゴ 工場 Rp サゴヤシ 中国人
V10 人 父 Singapore サゴ 土地
V11 炭 窯 炭焼き小屋 直径 鶏
V12 ゴム林 井戸 内皮 土手 食堂
V13 町 店 中心 北 川沿い
V14 地区 Transmigrasi transmigrasi 計画 高木
V15 オカボ トウモロコシ コーヒー 焼畑 水田
V16 M J 村 墓 水
V17 魚 エビ 網 Rp inch
V18 草 鍬 田 苗代 稲
V19 Empang Jambi 下 島 左右
V20 家族 Haji Ruppek Ugum Ungku Tugut 村
V21 牛 右 水牛 左 山
V22 ton ゴム林 壁 島 墓
V23 ココヤシ 自分 人 水路 ココヤシ園
V24 A C 中央 B 土手
V25 Minangkabau オランダ Melayu 人口 ゴム園
V26 漁業 Rangsan サトウヤシ Desa 昼食
V27 水田 池 魚池 砂 稚魚
V28 ゴム suku Banjar語 丘陵 村
V29 Loc Raja Kecil Mandah 造船所 Sultan
V30 泥炭 粘土 下 ココヤシ 湿地
76
図 4.7: 高谷好一氏により記録されたフィールドノート
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